
５．ハザードマップ等の事例

(１)都市圏活断層図

(２)表層地盤のゆれやすさ全国マップ

(３)地震防災マップ（ゆれやすさマップ）

(４)地域の危険度マップ

(５)浸水想定区域図と洪水ハザードマップ

(６)内水浸水想定区域図

(７)内水ハザードマップ

(８)津波ハザードマップ

(９)土砂災害ハザードマップ



（１）都市圏活断層図

人口が集中し、大地震の際に大きな被害が予想される都市域とその周辺について、活断層の位置を詳細に表示した図

神奈川県・秦野市

◎秦野市役所

秦野駅
渋沢駅

出所）国土地理院作成「都市圏活断層図第2版」(2008.2) http://www.gsi.go.jp/WNEW/PRESS-RELEASE/2008/0229-05t.html

－２２－



（２）表層地盤のゆれやすさ全国マップ

表層地盤のゆれやすさを、計測震度増分［＝各地の平均よりもやわらかい地盤に対して、地表でのゆれが深部（工学的基盤）でのゆ
れに対して大きくなる割合］で示したもの

全国 東京都

1kmメッシュ

出所）内閣府作成 「表層地盤のゆれやすさ全国マップ」(2005.10)
http://www.bousai.go.jp/hakusho/h18/BOUSAI_2006/html/zu/zu2_4_11.htm

－２３－



（３）地震防災マップ（ゆれやすさマップ）

渋谷区地震防災マップ［揺れやすさマップ］
（東京都・渋谷区）

出所）渋谷区作成「渋谷区地震防災マップ（揺れやすさマップ）」 (2006.7)
http://www.city.shibuya.tokyo.jp/anzen/bosai/hasai/jishinbosai.html

内閣府による「表層地盤のゆれやすさ全国
マップ」を踏まえ、都心西部直下で地震が
発生した場合の震度分布を50mメッシュご
との５段階に分けて表示したもの。（想定
地震：マグニチュード 6.9、震源の深さ
10km）

拡大図

－２４－



地域危険度は建物倒壊危険度、火災危険度、総合危険度について、町丁目ごとの危険性の度合いを５つのランクに分けて、相対的に
評価したもの。

総合危険度 建物倒壊危険度

火災危険度

まちの地震の危険性を分かりやすく示すために、地震の揺れによる
建物倒壊や火災の危険性を１つの指標にまとめたもの。

防災都市づくりに最も活用される指標であるとともに、都民がまち
づくりを考える際に、また日頃から地震に備える際に活用されるこ
とを想定して測定。

「建物倒壊危険度」は、地震の揺れによって建
物が壊れたり傾いたりする危険性の度合いを測
定したもの。

「建物倒壊危険度」は、地域の建物の種別と地
盤分類により測定。

地震が起こると、地震の揺れで発生した火災の
延焼により、広い地域で被害を受ける危険性が
ある。 「火災危険度」は、その危険性の度合い

を測定したもの。

「火災危険度」は、出火の危険性と延焼の危険
性をもとに測定。

出所）東京都 地震に関する地域危険度測定調査（第6回） (2008.02)
http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/bosai/chousa_6/download/kikendo.pdf

（４）地域の危険度マップ

－２５－



出所）川口市作成 「川口市 荒川洪水ハザードマップ」（2006年）
http://www.city.kawaguchi.lg.jp/arakawa/index.html

川口市 荒川洪水ハザードマップ （埼玉県・川口市）

浸水想定区域図に、避難所や避難場所の位置および一覧、緊急
連絡先、避難の際の心得など、避難計画の基になる防災情報を
表示したもの

荒川浸水想定区域図［荒川下流部版 川口市 ］ （国土交通省）

降雨により河川がはん濫した場合に浸水が想定される区域とそ
の浸水深を示した図

出所）国土交通省関東地方整備局 荒川下流河川事務所作成「荒川水系荒川浸水
想定区域図」(2004.9)
http://itgis.ara.go.jp/arahzd/arageban2.html

（５）浸水想定区域図と洪水ハザードマップ
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浸水想定区域図（大州地区）（広島県・広島市）

出典）広島市作成「浸水想定区域図（大州地区)」(2007.3時点の浸水想定) http://www.city.hiroshima.jp/www/contents/1173942072819/files/souteiosu.pdf

内水氾濫の際、浸水が予測される区域と浸水の程度を示した図

（６）内水浸水想定区域図

－２７－



■ 内水浸水想定区域に過去の浸水実績、避難場所その他必要な事項等を記載したもの。

〔説明〕

●この区域図は、平成１９年３月時点の下水道施設に、過去最大降雨と同様な雨が降った場合の浸水を想定したものです。

●過去最大降雨とは、明治２１年～平成１８年の間で、広島地方気象台の公の機関が観測しているデータの中で最大の降雨のことで、その降雨量は１時間あたり81mmです。（平成１１年６月２９日に佐伯区で観測
しました。）

〔注意事項〕

●区域全体に一律の降雨があった場合を設定しているため、局所的に激しい雨が降った場合には、浸水想定区域図と異なる区域で浸水が発生する場合もあります。

●道路高を基準に浸水区域を想定しているため、道路より低い地域の方は、想定より深く浸水することもありますので、ご注意下さい。

出典：広島市作成「浸水（内水）ハザードマップ（大須地区）http://www.city.hiroshima.jp/www/contents/1173942072819/files/hazadosu.pdf －２８－

（７）内水ハザードマップ



（８）津波ハザードマップ

浸水が予想される区域と浸水の程度を示した地図に、必要に応じ避難場所や避難経路などの防災情報を図示したもの

松阪市津波ハザードマップ（三重県・松阪市）

出所）松阪市作成「地震・津波から身を守ろう；松阪市津波避難地図 津波ハザードマップ」(2006.3)
http://www.city.matsusaka.mie.jp/bousai/tunami/07/hazard01/index.html

拡大図
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（９）土砂災害ハザードマップ

土砂災害警戒区域・土砂災害計画特別区域及び情報の伝達方法、避難地に関する事項、その他必要な事項を掲載したもの

出所）加古川市作成「総合防災マップ」(2008.3) http://www.city.kakogawa.hyogo.jp/hp/hazardmap/files/mapD.pdf

土砂災害ハザードマップ（兵庫県・加古川市）

－３０－


